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8砺gθ剛照6αgα”α：　On　the　Streptolysin－S　Forrnation　Enhancing

Activity　of　Ribonucleic　Acids　isolated　f士om　Kidney　and　Liver

of　Rabbits．

　1939年岡本教授によって「核酸による溶血性

連鎖状球菌の溶血毒i増産現象，即ち核酸効果」

が発見1）せられ，これを契機として，従来全く停

頓歌態にあったStreptolysin－S問題の研究は一

大進展を来し，吟や内外学者の精緻な研究と相

倹ってStreptolysin－S問題の全面的解決を見る

に至ると共に，核酸効果はRibo一核酸のもつ

特性的生物学的機能の標示として核酸の機能，

代謝，構造を追求する好個・重要の手段となっ

てきたのである．処で核酸効果は酵母より分離

したRlbo一核酸，所謂酵母核酸（Yeast　Ducleic

acid）を加えたブイオン：或いは血液塞天に溶連

菌を移植培養することによって極めて容易，且

つ顕著に検証しうるのであるが，ここに当然，

酵母核酸以外のRibo一核酸では核酸効果如何の

問題がおこってくるのである．この問題に関し

BerDheimer　2）は牛の肝臓，小麦胚及び溶蓮菌か

ら分離したRibo一核酸を以てした核酸効果の試

験で何れも陽性成績が得られたに対し，煙草モ

ザイクヴイルス」から分離iしたRibo一核酸は陰

性成績を示したと報告している以外には，樹検

索されていないという現状である．

　私等は今回家兎の腎臓及び肝臓より分離した

Ribo一核酸が果して核酸効果を呈するか否かに

ついて検索の歩を進めた処，何れも陽性成績が

得られたので以下その成績を報告する．

実　験　方　法

1．家兎腎，肝よりのRibo一核酸標本の分離 岡本敏授等の核酸効果に関する研究は，当初
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專らメルク製酵母核酸（Yeast　Ducleic　acid

‘‘Merck”）が使用されていたのであるが，その

後細谷，江上3）等によって「酵母核酸をつくる

場合BaUmaDn　4）法やLeveDe　5）法のように精製

過程中にアルカリ性になる製法で作られた核酸

は無効であるに反し，Clarke＆Schryver　6）法め

ようにアルカリ性になる過程の無い製法で作ら

れた核酸には溶血毒素増産作用が張い」という

ことが報告されたことに鑑み，私等は家兎の腎

臓及び肝臓よりRibo一核酸を分離するに当って

は，分離操作の比較的綾和なる：Kerr＆Serai－

darian　7）法に準ずることとした．

　即ち

　1）家兎（2．4kg　3及び2．5kg　6）を頸動脈切

断により殺し，直に腎臓（249），肝臓（809）を

取出し，結締織，脂肪組織等を除ぎ，夫々の臓

器に対し低温（氷申）下，次の諸操作を行う．

　2）HOmogenizerにより粥が犬となし，1・5倍

量の0．14M食塩水を加え1時間掩搾，

　3）次で遠心分離（3，000LP・m・30’）セこよ

り上清液を分取す（第1上清液），凸凹に対し

：更に粥状，遠心沈澱の操作を行ってここに得た

上清液即ち第II上清液を第1上清液に混ず（ラ

クムス中性）．

　4）この門門をN－HCIにてpH　4・2となし

（白渥），2．5時間氷中に放置後，遠心分離（4，5

00r．P．m．30’）に附し沈渣に対し，次の操作を

行う．

　5）沈渣の処理：

　0．14M食塩水を四四燈には60cc，腎沈渣に

は18cc加えた後，冷却下で10％炭酸ソーダを

滴下して溶解せしめる（pH　6．8），次で食塩を

肝並びに腎溶液に夫々10．89，並びに3．249宛

を加えて牛飽和食塩溶液：（3M）となし，氷室に

放置，

　6）38時間後この液をN－HC1でpH　4．2と

し，1．5時間氷雪に艀置，後遠心（4，000r．P．m．

10’）す．

　7）ここに得た上清液に冷却・擁下下で96％

冷アルコール」の3倍量を加えて30分聞放置，

遠心分離によって沈渣を分取す（上清液は捨て
る）．

　8）沈渣には原臓器の施相当量の冷蒸溜水を

カロえ，10％炭酸ソーダで中性となして完全に溶

解せしめた後，0・2N－H：Clを加えてpH　4．2

となし暫時放置後，遠心分離（4，000r．p．m．

10’ jに附す．

　9）上清液：に3倍量の96％冷アルコール」を

加え1時間放置後，遠心分離して上清液を捨て

る，肝沈渣につき再度8）以下の操作を施して

から，次の10）の操作に移ったが，腎沈渣に

対しては少量のため直に10）の操作を行う．

即ち

　10）夫々の沈渣に対し再度アルコールによる

洗源i操作を施した後，エーテル処理を行ってヂ

シケー日中で乾燥す．得られた

　核酸標本は淡褐色粉状で牧量は

　　　肝臓より　　49．4mg（：La一標本）

　　　腎臓より　　11．Om9（Ka一標本）

　何れもOrciD反応彊陽性，蛋白反応陰性．

　〔附〕　8）の行程で得られた沈渣に対しアルコー

　　ル，エーテル，乾燥の諸経過を施して，肝からは

　　Orcin反応陽性の淡禍色粉末11・8mg（：Lb一標本）

　　を得たが，腎では牧得物は1mg以下であった．

　因に第1表は腎臓よりのRibo一核酸分離過程

を示したものである．

　II．腎及び肝から分離したRibo一核酸標本に

ついての核酸効果試験

　1）菌株：

　当研究室保存の溶血性営門状球菌“S”株を使用・

　2）供試Riho一核酸標本：

　　a）肝臓より分離した：La一標本及びLb一標本

　　b）腎臓より分離したKa一標本

　　c）酵母核酸（Merck）

　　これら各核酸標本の10％中性水溶液（Na2CO3に

　て申和）を調製し，100。C，20分の処置を2回施す・

　3）核酸加ブイオン培地の調製：

　普通ブイオン（pH＝7．6）を以て，無菌的操作のも

とに前記各供試Ribo一核酸標本の10％中性水溶液を10

倍に稀釈したもの，即ち1％核酸加ブイオソ（pH＝

7・6）を調製す．
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　　屡

第1上清液

　　　　　　第　　1　表

　腎臓
　　望
Homogenizer
　　1十1．5倍量0．14M食塩水
1時間概拝
　　睡
　遠心（3，000r．p．m．30，）

　　1
　　　　　　　望
　　　　　　沈渣
　　　　　　　置
　　　　　1時間擬i搾
　　　　　　　圏
　　　　　　遠心（3，000・・P・m・30ノ）

　　一1　　　〕
第］1上清液　　　　　　　　沈渣（捨てる）

（第工上清液十時皿上清液）混液

　　　　　　PH　4．2
　　　　　　　i
　　　　　　球心

上清液（捨てる）
1　－Lr　　’

　r一
上清液
　1十3倍量96％アルコール
遠心（4，500r．p．m．10，）

　奪

　沈漬
　　＋0．14M食塩水18cc　　
　　十10％炭酸ソーダ
pH　6．8

　i十・食塩　3．24g

食塩孚飽和
　図
38時間氷室
　1＋N－HCl
pH　4．2

　屡
遠心（4，000r．p．m．10’）

　昌
　1

沈渣（捨てる）

　1
上清液（捨てる）

沈盤

　　十原：臓器の施相当量の蒸溜水　｛

　　＋10％炭酸ソーダ
申和
　圏十〇．2N－HCl
pH　4．2
　2
遠心
　薩

　1　　　　　　　　　［
上清液　　　　　　　　沈渣（捨てる）
　層十3倍量96％アルコール
遠心
　目

　1
上清液（捨てる）

4）培養＝

沈撫

に塩ル
沈澱

a）1％：Lユr核酸加ブイオン培養（pH＝7．6）1cc

b）ユ％：Lb一核酸加ブイオソ培養（pH＝7・6）1cc

　c）1％Ka一核酸加ブイオソ培養（pH

　　＝＝7．6）　1cc

　d）ユ％酵母核酸加ブイオソ培養（pH

　　＝7・6）ユcc

　e）普通ブイォン’（pH＝7．6）1cc

　以上5つの培地に溶連菌“S”株の24

時間普通ブィオソ培養の1白金耳宛を接

種し，37。Cの面諭官海に30時間培養す・

　5）溶血試験3

　上記5つの溶連菌培養液を遠心沈澱に

附し，菌体亜びに沈澱物を除去せしめ，

ここに得られた5つの上清液について，

夫丸の溶血力の有無強弱如何を試験し

た．而して溶血試験は従来当研究室で探

用して来た被験上清液の生理的食塩水に

よる逓下稀釈液1ccに対しユ％家兎脱繊

維血球浮欝液1ccを加え，37。Cに2時

間濠端後，一旦威績の判定を行い，更に

22時闇氷室に納めて溶血威績を判読する

方法によった．

実　験　成績

　第II表は家兎肝，腎より分離し

たRibo一核酸即ち：La，工b及びKa

の各標本，並びに酵母核酸を以て

の核酸効果を試験し得た成績であ

る．

　今溶血試験24時間目の成績につ

いて見るに何ら核酸を加えない普

通ブイオン（対照）に溶連菌を培養

したものでは僅かに1：8稀釈迄し

か溶血作用を呈しないに対し，1％

酵母核酸加ブイォン培養では1：8，

192という高稀釈迄溶血作用が起っ

ている．而して家兎の肝より分離

した：Ribo一核酸標本（即ち：La及び

：Lb）並びに腎より分離したKa一標

本を1％に加えたブイオン培養で

は，其の何れにあっても1：4，096倍迄溶血作

用が起っている．即ち此の成績は肝，腎何れの

臓器から分離iしたRibo一核酸でも顕著な核酸効
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果を呈することを明示するものである．

第II表溶血試験

溶連菌　培　養

1％酵母核酸加
　ブイオソ
（pH＝7．6）

1％腎Ribo一核酸（Ka）
　　加ブイオソ
　　（pH＝7．6）

1％肝Ribo一核酸（La）
　　加ブイオ・ソ
　　（pH＝7．6）

1％肝核酸（：Lb）
　加ブイオ・ソ
　（pH＝・7．6）

曹通ブィオン

（pH＝7．6）

制

定

時

間

2

培養上清液の稀釈倍数
eq

昌

寸

高

モ1妊 冊

24虚言
2

24

2

24

柵

柵

柵

柵

21柵

24　鼎

2

24

鼎

柵

柵

柵

柵
モ冊｝

馬

柵

柵

柵

oo

∴

柵

｛珊

柵

柵

柵
4i量昏

柵

柵

什

雲

昌

柵
モ辮

冊

柵

冊

柵

柵

柵

斜

讃

柵

柵

柵

柵

柵
壬1什

冊・

冊

s

詣

柵

柵

鼎
騒什

三

三

冊

柵

鶉

囲

嵩

柵

柵

柵

柵

書1什

柵

冊什

冊

N
剖巽
　1

嵩

｛冊

柵

柵

前

沼
モ辮

柵

柵

頃

需

柵
柵｝

十榊

柵

柵｝

冊

柵

柵

黄

R
H
嵩

柵

柵

壬桝

柵

小

国

冊

柵

專
。へ

N
嶺

柵

冊

柵

柵

柵

柑

柵

ま
。へ

廿

∴

｛冊

モ辮

十

十

十

什

十

十十

叙

鳳
◎Q

昌

柵

±

諮
。つへ

縮

高

＄

駄
斜

高

対照

　上清
液を
含ま
ず

）

鼎＝完全溶血；柵，十し十，±一不完全溶血；一＝非溶血

結

　家兎の肝並びに腎から分離したRib・一核酸に

ついて，これが何れも溶蓮菌の溶血毒産出を高

論

度に促進増強することを実証した．
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Summary

　Ribonucleic－acid　preparations　were　isolated

from　kidney　and　Iiver　of　rabbits　according　to

the：Kerr＆Seraidarian，s　method　and　it　was

demonstrated　that　both　ribonucleic－acid　prepa－

rations　are　about　as　active　in　causing　streptolysin

－Sformation　as　yeast　nucleic　acid“Merck”．
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